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高 Oll

③ 
健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。(町民憲章より)

花いっ
赤、白、黄門大きなチューリ y

プが咲きはこる今金小向校庭。

新校舎を花いっぱいに と、園

芸クラプの児童たちが生けんめ

いに育てました。通学する子ども

しミ』こ

たちの足どりも、ついはずみます。

あなたの庭にも美しい花を映か

せませんか。気持ちが安らぎ、く

らしにうるおいをもたらしてくれ

ます。(5月初日、今金小で)

... ( .. 里町三W，"-'込 畳邑

、

、
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 十
八
億
円
を

投
入

道
路
、
河
川
網
の
整
備
や
産
業
振
興
に
!
と

四
十
八
年
度
も
本
町
に
十
八
億
円
余
の
投
入
が

決
ま
っ
た
園
、
道
費
に
よ
る
直
轄
事
業
。

こ
と
し
実
施
さ
れ
る
お
も
な
事
業
は
次
の
ど

お
り
で
す
が
、
各
地
で
い
っ
せ
い
に
工
事

が

始

ま
っ
て
い
ま
す
。

国
道
二
七
七
号

締
は
、
五
千
六
百

三
十
万
円
で
幣
備

が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
こ
と
し
は
特
に
交
通
安
全
に
力
が

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

急
な
カ

l
ブ
で
危
険
だ
っ
た
観
川
織

は
取
付
道
路
三
百
二
十
ぷ
も
舗
装
さ
れ

こ
と
し
完
成
。
花
石
市
街
地
の
千
四
百

μ、
ト
マ
ン
ケ
ン
の
九
百

μ
に
歩
道
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
極
川
地
区
に

五
百
七
十
幻
の
防
雪
さ
く
が
設
置
さ
れ

⑤ 

道
路
や
農
業
基
盤
の
整
備
に

~司

問委
古井 νノ
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第
二
回
臨
時
町
議
会
は
五
月
十
四
日

聞
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
助
役

町
選
任
同
意
、
町
議
会
出
任
委
貝
町
選

任
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
お
も
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉
助
役
の
選
任
同
意

任
期
満
了
に
伴
う
助
役
に
、
石
井
政

吉
さ
ん
(
四
四
歳
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
収
入
役
は
空
席
に
な
り
ま
し
た
0

0
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
万
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
，
+
億
一
千
三
十

六
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
く
建
設
さ
れ
る
精
薄
者

施
設

『光
の
里
学
園
』
に
盤
償
貸
与
す

る
土
地
(
字
神
丘
河
島
勝
さ
ん
所
有
地

約
五
ム
一
ど
の
購
入
賞
六
百
万
円
の
う
ち

今
年
度
分
三
百
万
円
で
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
繰
り
出
さ
れ
ま
す
。

。
町
機
会
常
任
委
員
の
選
任
及
び
遭
営

委
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
次
の
と
お
り
全
員
再
任
(
選
)
さ

れ
ま
し
た
。
(
@
委
員
長

O
副
委
員
長
)

マ
総
務
泊
任
委
貝

@
藤
村
徳
蔵
、

O
高
島
千
三
、
二
一
津
橋
勝
蔵
、
加
藤
五

郎
、
中
野
俊
雄
、
長
谷
川
敬

一

マ
建
設
常
任
委
員

@
松
浦
武
雄
、

O
米
山
健
一

、
狭
間
勝
昭
、
村
本
光
夫

歩道が設置される花石

市街地の国道 277号線

h、

<>:' 

建
設
用
地
を
購
入

号

証

臨
時
町
議
会

仁
木
盛
勝
、
谷
田
隆
、
水
上
英
治

マ
産
業
常
任
委
員

@
渡
辺
二
郎

O
林
磯
次
郎
、
目
下
昭
二
郎
、
田
中
春

吉
、
丸
山
九
内
、
大
越
藤
夫

マ
議
会
運
営
委
員

@
丸
山
九
内
、

O
米
山
健

一
、
藤
村
徳
蔵
、
渡
辺
二
郎

加
藤
五
郎

〕
町
税
条
例
を
改
正

第

三

回

臨

時

町

議

会

第
三
国
臨
時
町
議
会
は
五
月
三
十
一

日
聞
か
れ
、
町
税
条
例
の

一
部
改
正
な

ど
五
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
〉
町
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
住
民
税
、
電
気
ガ
ス
税
の
軽
減

と
合
理
化
、
宅
地
な
ど
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て
地
方
税
法
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
町
税
条

例
も
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈〉道
営
土
地
改
良
事
嘆
に
伴
う
分
担
金

の
納
入
及
び
施
設
の
維
持
管
理

こ
と
し
か
ら
二
カ
年
計
画
で
道
が
実

施
す
る
回
代
開
拓
線
補
修
事
業
の
事
業

費
六
分
の
一
を
町
で
負
担
、
事
業
完
了

後
、
町
で
管
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

。
人
権
擁
護
蚕
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
い
狭
間
勝
昭
き
ん
(

八
幡
町
)
が
再
ぴ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
が
、
特
に
宅
地
に
か
か
る
固
定

資
産
税
に
つ
い
て
大
幅
な
改
正
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
課
税
の
し
く

み
、
算
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
り
せ
し
ま
す
。

評

価

告買

固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、
財
産

価
値
に
見
合
っ
た
適
正
な
も
の
に
す

る
た
め
、
三
年
ご
と
に
評
価
替
え
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
そ
の
基

準
年
度
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
昭

和
四
十
五
年
度
の
評
価
額
に
対
す
る

宅
地
内
平
均
上
昇
率
は
、
全
国
で
一

・
八
倍
、
今
金
町
で
一
五
九
倍
的

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

れ

ま

で

の

課

税

方

法

課
税
額
は
、
本
来
評
価
額
を
課
税

標
準
に
し
て
、
こ
れ
に
税
率
を
か
け

算
出
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
評
価
額
が
上
昇
し
て
い

る
な
か
で
、
い
き
な
り
こ
の
評
価
額

に
よ
っ
て
課
税
す
る
と
か
な
り
の
増

税
と
な
る
た
め
、
税
負
担

Z
&に

ふ
え
な
い
よ
う
に
毎
年
少
し
ず
つ
課

税
額
を
評
価
額
に
近
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
『
負
担
調
整
措
置
』
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
三
十
八

年
度
内
評
価
額
を
基
準
と
し
て
い
る

た
め
、
税
負
担
に
不
均
衡
が
生
じ
て

ま
す
。開
発
道
々
八
雲
l

A
7
金
総
は
一
億
六

千
万
円
で
、
日
進
地
区
三
千
四
百
μ
川町

改
良
が
継
続
笑
施
、
八
東
地
区
に
九
百

五
十
M
の
防
雪
さ
く
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

一
般
道
々
で
は
、
今
金

l
北
桧
山
線

六
千
灯
、
今
金
|
鈴
岡
線
二
千
七
百

μ

の
大
幅
な
舗
装
化
、
旭
台

l
今
金
帥
帽
の

八
束
地
区
千
五
百
日
則
的
改
良
な
ど
、
二

億
二
百
万
円
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ニ
カ
年
計
画
の
白
石
農
免

道
路
は
、
二
千
九
百
万
円
で
五
百
六
十

以
の
改
良
と
賞
金
械
の
永
久
橋
化
で
事

業
が
終
わ
り
ま
す
。

一
級
河
川
利
別

川
の
改
修
事
業
は

五
億
三
千
万
円
で
、

田
代
千
百

μ、
稲

穂
九
百
H

刷
、
今
金
八
百
五
十
い
州
、
ト
7

ン
ケ
ン
六
百

μ、
極
川
四
百
H
川
町
築
提

工
事
、
樋
川
三
百
五
十
灯
、
稲
穂
二
百

五
十
幻
の
鰻
岸
工
事
、
神
丘
地
区
の
支

障
木
伐
壊
工
事
三
万
五
千
平
万
幻
な
ど

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

道
山
口
河
川
内
オ
チ
ャ
ラ
ソ
ベ
川
、
チ

フ
タ
ウ
ン
ナ
イ
川
、
〆

ン
プ
川
、
下
ハ

カ
イ
7
y
プ
川
、
利
別
川
の
改
修
事
業

は
、
一
億
九
千
万
円
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

八
年
目
を
迎
え

¥
'
E
L
e
--ン

こ

北

桧

山

国

営

か

(
農

業

)

/
f
主
一J¥

ん
ば
い
事
業
は
、

こ
と
し
も
左
躍
二

億
五
千
万
円
、
右
岸
三
億
二
千
万
円
で

推
進
さ
れ
ま
す
固

匂 ⑦ 切
ベ色

き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
来
的
好

価
額
に
よ
る
諜
税
に
し
て
税
負
担

を
適
正
に
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も

と
に
地
方
税
法
が
改
正
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
の
課
税
方
法
が
根
本
的
に
改

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

新

し

い

課

税

方

法

今
図
的
改
正
町
内
容
は
、
昭
和
四

税負担を適正に/

宅地の固定資産

税、大幅に改正

十
八
、
九
年
内
暫
定
期
聞
を
お
い
て

五
十
年
度
か
ら
評
価
額
を
課
税
標
準

に
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
住
宅

用
地
は
、
税
負
担
の
軽
減
の
た
め
評

価
額
の
二
分
的

一
円
額
を
課
税
標
準

に
す
る
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

マ
住
宅
用
地
の
程
税

こ
れ
ま
で
の
負
担
調
整
を
続
け
、

そ
の
課
税
標
準
が
評
価
額
の
二
分
の

( 2) 

心配ごと相談所へ

毎月10日と20日午後1時か
ら4時まてオ主場で行なって
います。遠培、なくどうぞ。

悩みごとは
左
岸
で
は
、
第
二
幹
線
用
水
路

(鈴

金
、
盟
国
地
区
)
的
改
修
二
千
九
百
七

十

μ、
右
岸
で
は
、
其
駒
内
ダ
ム
の
盛

土
十
万
四
千
立
方
口
、
余
水
吐
盛
土

一

万
八
千
立
方
幻
が
実
施
さ
れ
、
丹
羽
頭

首
工
も
完
成
し
ま
す
。
な
お
、
こ
と
し

か
ら
神
丘
地
区
で
畑
地
か
ん
が
い
試
験

ほ
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

付
帯
卒
業
の
道
営
か
ん
ば
い
は
、
五

千
二
百
六
十
万
円
で
鈴
金
幹
線
用
水
路

千
百
以
が
改
修
さ
れ
、
二
一カ
年
の
事
業

が
終
わ
り
ま
す
。

。
町
の
人
事
。

〔六
月
一
日
付
〕

マ
紋
務
企
画
課
長
森
野
庄
平
マ
商

工
観
光
課
長
石
井
俊
直
マ
町
民
課
長

兼
す
ぐ
や
る
係
長
中
井
誠
司
マ
総
務

課
勤
務
有
賀
正
夫
マ
農
政
課
勤
務

吉
田
辰
雄
マ
農
業
委
只
会
事
務
局
長

戸
沢
定
勝

(3 ) 

一
を
こ
え
る
場
合
は
、、
評
価
額
の
二

分
の

一
の
額
に
と
ど
め
ま
す
。
五
十

年
度
か
ら
は
、
す
べ
て
の
住
宅
用
地

が
評
価
額
の
二
分
の

一
の
額
。

マ
住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
な
ど
の
課

税五
十
年
度
か
ら
は
、
す
べ
て
評
価

額
を
課
税
標
準
と
し
た
課
税
額
に
な

り
ま
す
。
四
十
八
、
九
年
度
は
、
暫

定
措
置
と
し
て
法
人
と
個
人
的
所
有

す
る
も
の
に
分
け
た
新
し
い
負
担
網

整
の
方
法
で
算
定
さ
れ
た
課
税
襟
準

に
よ
る
課
税
額
に
な
り
ま
す
。

法
人
的
四
十
八
年
度
は
、
評
価
額

と
負
担
調
整
を
継
続
し
た
場
合
の
差

領
内
三
分
の
こ
の
額
。

四
十
九
年
度

は
、
一
二
分
的
一
を
減
額
し
た
額
に
な

。

り
ま
す
。
個
人
的
四
十
八
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
の
負
担
調
整
を
継
続
し
、
四
十
九

年
度
は
評
価
額
か
ら
、
評
価
額
と
四

十
八
年
度
内
課
税
標
準
額
と
の
差
町

二
分
の
一
を
減
額
し
た
額
、
こ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
内
課
税
標
準
と
し

た
課
税
額
に
な
り
ま
す
。

免
税
点
の
引
き
上
げ

固
定
資
産
税
町
免
税
点
が
次
の
よ

う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

V
土
地

1
八
万
円
が
十
五
万
円
に

V
家
屋

l
五
万
同
が
八
万
円
に
マ
償

却
資
産

1
一
二
十
万
円
が
百
万
円
に



み
ん
な
の
切
実
な
願
い
も
む
な
し
く
い
ぜ
ん
と
し
て
島
と
を
絶

た
な
い
交
通
事
故
。
被
害
者
も
加
害
者
も
一
瞬
の
う
ち
に
不
幸
の

-F

ど
ん
底
に
お
と
し
入
れ
る
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
現
在
の
平
和
囲
内
陸

な
社
会
生
活
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

d
圃巴

こ
の
た
め
町
で
は
、
こ
と
し
も
園
、
道
の
協
力
を
得
、
町
長
の

ー
‘

み
な
さ
ん
と
一
体
と
立
っ

τ事
故
防
止
対
策
を
ち
密
に
推
進
す
る
低
噂

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

』

E
F

回
避
の
花
石
、
ト
マ
ン
ケ
シ
地
区
、
町
道
の
旭
線
に
歩

設
置
、
反
射
鏡
や
棟
飯
、
信
号
機
の
設
置
、
交
通
安
全
セ

ト
カ
l
、
救
急
車
の
導
入
、
指
導
体
制
の
強
化
、
安
全
思

の
普
友
徹
底
主
ど
、
施
設
と
環
境
の
両
商
品
日
ら
取
り
組
み

ま
す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
を
絶
滅
す
る
た
め
に
は
、
な

ん
と
い
っ

τも
運
転
者
、
歩
行
者
を
含
め

τ町
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
自
分
で
自
分

と
自
覚
が
た
い
せ
つ
で
は

も
う
一
度
自
分
を
振
u

い
も
の
で
す
。

払
刑
囚
肌
間
町

故
川H川H川H川開1111111111111111111111111111川H川M川H川H州"川111111111111111

発
生
の
ピ
ー
ク

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

こ
と
し
の
本
町
で
の
人
身
事
故
は
、

五
月
末
ま
で
に
八
件
発
生
し
、
死
者
三

人
、
傷
者
二
十
九
人
的
い

た
ま
し
い
犠

牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
周
期

(

件
数
九
、
死
者
二
人
、
傷
者
十
四
人
)

と
比
べ
て
件
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

犠
牲
者
は
大
幅
に
ふ
え
て
お
り
、
事
故

の
大
型
化
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
、

な
ん
と

い
っ
て
も
運
転
者
側
に
起
因
す

る
も
の
が
大
半
を
占
的
、
い
ず
れ
も
運

L
 

転
マ
ナ
!
の
欠
如
「
、
ゆ
っ
て
起
こ
し

τ

い
ま
十

'o

こ
れ
か
ム
担
、
事
故
発
生
町
ピ

1
7

と
い
わ
れ
る
互
の
行
楽

ン
1
ズ
ン
に
は

い
り
ま
す
。
自
家
用
車
に
よ
る
行
楽
旅

行
が
活
発
に
な
り
夫
町
時
期
の
事
故

たいせつな心構えと自覚

見
通
し
の
悪
い
国
道
の
S
字
型

一

一
力

l
ブ
(
住
吉
)
で
試
み
ら
れ
た
一

一
減
速
γ
l
キ
ン
デ
。
白
線
で
瞬
間

一

-
的
な
視
覚
に
訴
え
よ
う
と
い
う
も
一

一
の
で
道
内
で
は
初
め
て
と
の
こ
と
。
一

交通つ絶滅しょ
川H川H川H川1111111山川川川川111111附 1111111川川川"川l川川

お

と

う

さ

ん

、

は
、
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー

ド
町
出
し
過
ぎ
な
ど
の
原
因
が
多
く
な

り
ま
す
。
友
だ
ち
ゃ
家
族
そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い

行
楽
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

『
飲
む
な
』
『
眠
る
な
』
『
ス
ピ
ー

ド
出
す
な
』
を
モ
y
ト
l
に
、
次
円
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
酒
酔
い
運
転
を
防
ぐ
た
め
に
}

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
き
は
、
絶
対
に

酒
を
口
に
し
な
い
。
ま
た
、
ま
わ
り
の

人
も
運
転
す
る
人
に
は
少
し
で
も
酒
を

す
す
め
な
い
よ
う
に
。

{
居
眠
り
遭
転
を
防
ぐ
た
め
に
V

深
夜
、
未
明
町
巡
転
は
で
き
る
だ
け

さ
け
、
か
ら
だ
円
以
合
が
悪
い
と
き
、

寝
不
足
の
と
き
は
運
転
を
や
め
る
。

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
は
、
つ
と
め
て
交

替
運
転
者
を
同
乗
さ
せ
る
。

〈
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
週
き
や
無
理
な
追

い
越
し
を
防
ぐ
た
め
に
V

ス
ピ
ド
港
反
を
す
る
よ
う
な
無
理

主
ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
た
て
主
い
よ
う
、

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
誘
惑
に
負
け
主
い

飲

ん

だ

ら

ノ、

ン

ド
yレ

で

( 4) 

し、

と

ら

な

事
故
が
起
こ

っ
た
と
き
に
、
示
談
遺
症
が
残
る
な
ど
損
害
賠
償
円
問
題

で
済
ま
そ
う
と
警
察
に
届
け
な
い
で
が
こ
じ
れ
る
ニ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

お
り
、
保
険
の
諮
求
な
ど
の
た
的
事
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
事
政
が
あ
っ

故

証

明

が

必

要

た

と

き

警

察

に

な
の
を
知
っ
て

事

故

は

必

ず

届

け

よ

う

届

け

出

る

こ

と

か
ら
あ
わ
て
て

は
、
あ
と
の
憂

届
け
出
る
ケ

l
ス
が
多
く
見
受
け
ら

い

を

主

く
す
る
だ
け
で
な
く、

運
転

れ
ま
す
。

者
向
当
然
的
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。

示

談

で

済

ま

し

て

も

、

必

ず

届

け

出

ま

し

ょ

う

。

あ
と
で
後

. ー.

冷
静
な
運
転
を
。

追
い
越
し
は
、
路
面
や
交
一
通
の
流
れ

を
よ
〈
確
か
め
て
安
全
に
。

{初
歩
的
な
交
通
ル

l
ル
を
守
る
た
め

に
〉
出
発
前
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ

ー

キ
な
ど
の
調
子
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
、

冷
却
水
、
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
、
オ
イ
ル
な

ど
を
よ
く
確
か
め
て。

一
時
停
止
、
徐
行
、
合
図
な
ど
し
っ

か
り
守
る
。
ま
た
、
か
句
ふ
か
し
ゃ
迷

惑
巡
転
は
や
め
よ
う
。

家
族
だ
ん
ら
ん
の
時
間
を
利
用
し
て

交
通
安
全
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
家
族

ぐ
る
み
で
安
全
意
識
を
高
め
る
。

危
険
で
す
|
|

高
齢
者
の
車
の
運
転

お
年
寄
り
で
交
通
事
故
に
会
う
方
が

ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
歩
行
中
よ

り
も
、
パ
イ
ク
や
自
転
車
を
運
転
し
て

い
て
転
司
し
た
ケ

1
ス
な
ど
が
多
い
よ

今
で
す
‘

日
齢
者
は
反
射
神
経
も
鈍
っ
て
お
り

車
内
運
転
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。
家
、

族
で
話
し
合
い
、
な
る
べ
く
運
転
し
主

い
よ
う
Y
し
ま
し
ょ
う
。

お

か
あ
さ
ん
が
手
本
に

子
ど
も
の
交
通
安
全
教
育

交
通
安
全
教
育
は
、
よ
ち
よ
ち
歩
き

始
め
る
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
始
ま
る

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
が
子
ど
も
の
そ
ば
に
つ

い
て
い
た
り
、
自
の
届
く
と
こ
ろ
で
見

守
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
‘
独
立
心
的

芽
ば
え
る
三
歳
ご
ろ
か
ら
少
し
づ
っ
交

通
安
全
町
教
育
を
し
て
、
子
ど
も
に
よ

い
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
安
全
な
行
動

H召

47 

町内の交通(人身)事故の推移

目召

46 

山

昭

日

目

15 

10 

5 

離

す

ま

し、

を
教
え
こ
む
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

子
ど
も
は
、
身
に
つ
け
た
き
ま
り
や

習
慣
を
し
っ
か
り
守
る
習
性
を
も
っ
て

い
ま
す
。
お
か
あ
き
ん
が
良
い
手
本
と

な
り
、
安
全
な
行
動
を
道
路
上
で
繰
り

返
し
‘
繰
り
返
し
教
え
る
と
、
教
え
ら

れ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
し
か
も
確
実
に
身

に
つ
け
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
道
路
へ
の

飛
び
出
し
、
路
上
で
の
遊
び
な
ど
に
よ

り
起
き
て
い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
た

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
子
ど
も
が
遊
び
に
行
〈
占
き
は
、
ど

こ
で
、
だ
れ
と
遊
よ
か
を
よ
く
聞
く。

守
子
ど
も
の
ひ
と
り
歩
き
は
さ
せ
な
い

よ
う
に
。
遊
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
と

き
ど
き
見
て
や
る
。

円

v
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
や
踏
切
の

近
く
で
は
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

守
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
出
か
け
る
と

き
は
、
子
ど
も
の
手
を
し
っ
か
り
怒

り
、
お
か
あ
さ
ん
が
内
側
(
寧
の
通

る
ほ
う
)
を
歩
〈。

マ
子
ど
も
を
夕
方
選
く
ま
で
遊
ば
せ
な

い
よ
う
に
す
る
.

7
道
路
で
の
自
転
車
遊
び
は
絶
対
さ
せ

な
い
。

事

カミ

ら

目

を

一一
交
通
規
制
に
注
意
を

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
箇
所
が

交
通
規
制
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
互
い

に
交
通
ル

l
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
.

7
国
道
二
七
七
号
線
の
今
金
農
協
プ

ロ
パ
ン
貯
蔵
庫
前
か
ら
種
川
町
鉄

道
踏
切
ま
で
の
区
聞
が
追
い
越
し

禁
止
に
な
り
、
時
速
五
十
J

(
樋

川
市
街
地
は
四
十
J
)
に
ス
ピ
ー

ド
制
限
1

1
包

マ
今
金
1
北
桧
山
線
に
按
続
す
る
今

金
|
旭
台
線
、
今
金
|
八
雲
線
、

極
川
佐
藤
商
広
前
向
国
道
的
交
差

占
、
農
協
事
務
所
横
町
町
道
が
そ

れ
ぞ
れ
一
時
停
止
。

マ
国
保
病
院
前
か
ら
今
金
橋
ま
で
の

道
々
が
全
而
駐
車
祭
止
。

マ
国
保
病
院
前
の
交
差
点
に
信
号
機

が
設
置
。

道
路
を
広
く
使
お
う

一
交
通
渋
滞
を
な
〈
し
、
車
内
安
全

な
走
行
を
!
と
‘
迎
合
町
内
会
で
は

市
街
地
町
道
内
自
主
規
制
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
路
幅
が
狭
い
昭
和
、

旭
町
通
り
で
①
自
家
用
は
路
上
に
放

置
せ
ず
、
長
時
間
の
駐
車
も
避
け
る

②
車
内
運
行
速
度
を
三

+
Jに
制
限

す
る
、
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
、

標軸叫

も
立
て
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
守
っ
て
い
な
い
人

が
い
る
た
め
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

の
歩
行
、
自
転
車
の
通
行
に
も
非
常

に
危
険
な
状
態
で
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
た
い
も
の
で
す
。

一一一
林
道
は
三
十
字
回
以
下
で

今
金
営
林
署
で
は
、
林
道
で
の
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

『林
道
三

+
J以
下
走
行
運
砺
』
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

山
菜
取
り
な
ど

マ
イ
カ
ー

で
入
林
す
る
と
き
は
、
入
林
認
の
交

付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
必
ず
守
り

ま
し
ょ
、
っ
。

一
運
転
免
許
証
の
更

新
を
お
忘
れ
な
く

一一
運
転
免
許
証
は、

三
年
ご
と
に
検

査
更
新
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
更
新
手
続
き
は
、
有
効
期

限
的

一
カ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で

お
忘
れ
な
く
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
写
真

二
枚
、
手
数
料
九
百
円
、
印
鑑
で
す
。

な
お
‘
七
月
の
更
新
時
講
習
は
.

七
月
二
十
五
日
(
水
)
午
後
一
時
か

ら
今
金
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

子

( 5 ) 

カミ

手

ら

を



作
業
経
験
を
通
し
た
指
導

ンフ

スラ

美

術

教

育

も

重

視

パ
リ
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
養
鰻
学
校

(
中
度
)
を
視
察
し

た
。
珍
し
い
好
天
町

中
を
デ
ラ
y
ク
ス
な

パ
ス
で
約
一
時
間
、

街
は
ず
れ
の
学
校
へ

到
出
刑
す
る
@

十
四
歳
か
ら
十
八

歳
ま
で
の
男
子
百
五

十
人
を
収
容
し
て
い

た
が
、
教
育
内
容
や
方
法
が
私
た
ち
の

行
な
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
に
び
っ

く
り
し
た
。
木
工
、
七
宝
焼
、
陶
芸
、

ハ
ウ
ス
図
芸
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
な
ど
の

作
業
学
習
を
し
こ
の
経
験
を
通
し
て
教

科
的
指
導
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

ヨーロッパの
!特殊教育(4 ) 

青
年
は
却
歳
ま
で

道
民
ス
ポ
ー
ツ
桧
山
大
会

第
五
回
道
民
ス
ポ

1
y桧
山
大
会
兼

第
二
十
六
回
令
桧
山
背
年
体
育
大
会
は

七
月
十
五
日
に
熊
石
町

(
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
)
と
大
成
町
(
す
も
う
、
剣

道
、
柔
道
)
七
月
二
十
九
日
に
乙
部
町

(陸
上
競
技
)
で
附
か
れ
ま
す
。

参
加
競
技
の
制
限
で
こ
れ
ま
で
と
か

っ
た
。完
全
な
週
休
二
日
制
で
、
土
、
目
的

休
日
に
は
極
力
家
族
の
も
と
へ
帰
し
て

い
る
が
、
金
持
ち
の
子
ほ
ど
帰

り
た
が
ら
な
い
。
貧
し
い
家
庭

向
子
は
、
休
日
を
待
ち
望
ん
で

い
る
の
に
対
し
、
帰
宅
を
喜
ば

な
い
の
は
、
家
庭
で
庖
待
き
れ

る
か
ら
だ
と
い

3
、
}
と
で
あ
る
。

特
殊
教
育
的
歴
史
が
古
い
こ
の

国
で
も
‘
や
は
り
楚
別
が
存
在

す
る
の
か
と
考
え
き
せ
ら
れ
た
。

美
術
教
育
を
重
視
し
て
い
た

的
に
は
さ
す
が
芸
術
の
固
と
思

っ
た
が
『
ま
ず
感
動
さ
せ
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
あ
り
大
画
家

の
絵
の
桜
倣
に
よ
り
構
成
、
形

テ
ク
ニ

y
ク
な
ど
を
学
習
さ
せ
て
、
自

分
的
措
き
た
い
も
の
を
自
由
に
表
現
さ

せ
て
い
る
』
と
説
明
し
て
い
た
・

こ
の
国
で
は
十
六
歳
ま
で
が
義
務
教

育
期
間
で
、
そ
の
後
二
年
間
の
進
路
指

導
を
行
な
い
就
職
さ
せ
て
い
る
。
就
職

率
は
五

O
%と
低
い
が
、
こ
の
理
由
は

家
族
が
就
職
を
き
ら
う
と
い
う
傾
向
に

わ
っ
た
点
は
、
満
二
十
五
歳
ま
て
だ

っ

た
背
年
の
部
が
満
二
十
八
歳
ま
で
に
な

っ
た
こ
と
、
ま
た
格
技
と
卓
球
的
個

人
戦
は
‘
団
体
戦
に
登
録
さ
れ
た
選
手

と
、
団
体
戦
に
出
場
で
き
な
い
町
で
も

二
人
ま
で
が
出
場
で
き
る
よ
う
に
主

っ

た
こ
と
、
で
す
。

本
町
は
、
道
民
ス
ポ
ー
ツ
桧
山
大
会

で
、
こ
れ
ま
で
に
総
合
優
勝
二
回
、
準

優
勝

一
回
、
三
位

一
固
と
い
う
優
秀
主

成
制
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

z
h
 

一

恵

ま
れ
た
環
境
の
奨
利

雪
崩

一
帯
岳
町

一
民
の
い

こ
い
の
場
に
!
と
、
営
林
署
が
五
息

一
十
七
J
に
行
な
っ
た
植
樹
祭
。
将
来
は

『自

↑
然
休
事
碑
』
と
し

τ古
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町民みんなで

民
会

ー一宮

町
の
面
積
の
八

O
%は
森
林
と
い
う

自
然
に
恵
ま
れ
た
今
金

美
し
い
草
花
や
繰
の
林
に
接
し
て
い

ま
す
と
、
私
た
ち
の
気
持
ち
は
さ
わ
や

お知らせ

か
と
な
り
、
疲
れ
も
と
れ
心
に
安
ら
ぎ

を
覚
、
え
ま
す
.

と
こ
ろ
が
、
最
近
た
い
せ
つ
な
自
然

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
消
え
う
せ
よ
う
と
し
て

代
表
選
手
を
決
め
る
予
選
会
な
ど
も

各
競
技
ご
と
に
開
か
れ
ま
す
が
、
日
ご

ろ
の
練
習
で

n
ス
ポ
l
y
の
今
金
“
に

恥
じ
な
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

保
健
所
が
無
料
で

性
病
血
液
検
査

最
近
、
性
病
は
若
年
層
に
ふ
え
る
傾

向
に
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
子
孫
に
ま
で
削
駒
郡
を
及
ぽ

い
ま
す
.
樹
木
や
緑
地
だ
け
で
な
く
、

野
鳥
や
小
さ
な
虫
も
少
な
く
な
っ
て
き

た
ほ
か
、
空
気
や
川
な
ど
の
汚
れ
も
目

だ
ち
は
じ
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
私
た

ち
の
環
境
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

自
然
が
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
い

か
に
重
要
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
、

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が

私
た
ち
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
、
そ
し
て
私
た
ち
の
子
ど

も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
自
然

を
守
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
と
き
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
む
ず
か
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
内
周
囲
に
木
を
植
え
る
。
宅
地
に

草
花
を
植
え
る
。
ピ
ク
ニ

ッ
ク
の
ゴ
ミ

や
空
缶
を
持
ち
帰
る
。
公
園
や
緑
地
、

街
路
の
木
を
た
い
せ
つ
に
い
た
わ
る
な

ど、

小
さ
な
自
然
保
護
で
も
、
ま
と
ま

れ
ば
大
き
な
自
然
に
つ
な
が
る
か
ら
で

す
。
ぷ
き
な
自
然
、
保
戸
内
運
動
を

町
民
み
ん
な
で
積
極
的
に
進
め
ま
し
ょ

、っ。

-児童手当の現況属は6月中に

児童手当を受けている方は、毎

年6月に現況届を出していただ〈

ことになっています.これは、受

給者の前年同所得や養育状況を確

認し、引き続き受給できるかどう

かを調べるたいせつな届けです.

印鑑、健康保険証、加入Lてい

る年金などの被保険者証か組合貝

証を持参の上、 6月中に役場福祉

労政係で手続き Lてください。

なお、届け出がない場合は6月

分以後の手当は支給されません。

.老人医療受給資格証の更新を

老人医療受給資格証は 7月l日

から新し〈なります.

印鑑、健康保険証、老齢福祉年

金証書、その他の公的年金証書を

持参の上、 6月中に役場福祉労政

係で手続きしてください。
木工の作喋学習をするフランスの手

あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
就
職
先
の
大
工

や
左
官
と
い
う
職
種
が
下
級
職
業
と
み

な
さ
れ
、
主
と
し
て
ア
ラ
ブ
人
や
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
人
な
ど
外
国
人
的
職
種
に
な

っ
て

い
る
た
め
と
い
う
。

学
校
で
の
職
貝
問
の
ふ
ん
い
気
は
よ

〈
、
何
事
も
あ
け
す
け
で
飾
り
気
め
な

い
態
度
は
魅
力
的
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も

増
し
て
楽
し
〈
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

学
校
の
食
盆
で
の
昼
食
会
。
国
が
巡
っ

て
も
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
同
じ
特

殊
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と

い
う

連
帯
の
き
ず
な
は
強
J
¥
延
々

二
時
間

余
。
ワ
イ
ン
を
く
み
か
わ
し
フ
ラ
ン
ス

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
や
が
て
両
国
町

民
絡
の
交
歓
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
と
い
う

一
時
に
つ
き
た
。

求
め
て
い
る
逃
が
ひ
と
つ
だ
と
い
う

こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
お
互
い
を
高

め
、
無
宮
町
、
ヲ
ち
に
心
的
交
流
が
で
き

て
其
底
か
ら
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

柴
谷
勝
俊
記
(
今
金
中
教
諭
)

す
恐
し
い
性
病
は
、
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
と
と
も
に

完
全
に
な
お
る
ま
で
治
療
を
継
続
す
る

こ
と
が
か
ん
じ
ん
で
杭

特
に
、
婚
姻
し
よ
う
と
す
る
人
や
妊

婦
に
は
影
響
が
大
き
い
た
め
、
保
健
雨

で
は
、
性
病
予
防
迎
問
中
町
七
月
二
日

か
ら
六
日
ま
で

(午
前
十
時
t
正
午
)

無
料
性
病
血
液
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

気
軽
に
受
け
、
明
る
い
家
庭
を
き
ず

き
ま
し
ょ
う
。

分

と肱

七
円

電
話

の

広

域

時

分

制

七
月
五
日
か
ら
実
施

七
月
五
日
か
ら
、
今
金
地
方
の
電
話

料
金
が
広
域
時
分
制
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
通
話
は
三
分
ま

で
ご
と
に
七
同
に
な
り
ま
す
が
‘
八
十

秒
七
円
町
通
語
区
域
だ
っ
た
今
金
ブ

ロ

y
ク
内
(
北
桧
山
、
瀬
棚
、
太
櫓
、
若

松
、
花
石
局
)
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
は
市

内
通
話
と
同
じ
料
金
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
金
プ
ロ
ッ
ク
に
隣
接
す
る

八
雲
、
態
石
、
持
都
内
各
プ
ロ
ッ
ク
へ

-国保被保険者証の更新は早〈

国保被保険者証の更新は 4月に

行なわれましたが、まだ更新して

いない人がいます。

新しい被保険者証は藤色です。

まだ取り替えていない人は、至急

役場国保係へお来しください。

古い被保険者証て'は、保険診療

が受けられません。 • 
子どもを水の事故から守ろう

b危険な川や沼などで、水遊びをさせないように。

b遊んでいるのを見たら、注意してやめさせよう。

の
ダ
イ
ヤ
ル
通
商
は
、
六
十
秒
七
同
か

ら
八
十
秒
七
円
と
、
こ
れ
ま
で
の
三
割

ほ
ど
安
い
料
金
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
以

外
的
地
域
へ
の
通
話
料
金
と

一
0
0番

通
話
の
料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
三
分
打
ち
切
り
と
な
っ
て
い

た
背
電
話
や
大
型
赤
電
話
か
ら
の
通
話

は、

十
円
硬
貨
を
二
枚
以
上
入
れ
る
と

三
分
以
上
続
け
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
十
円
硬
貨
一
枚
だ
け
で
か
け
る

場
合
は
、
相
手
が
出
る
と
『
ピ
1
』
と

'

い
う
音
が
し
て
三
分
た
つ
と
そ
の
ま
ま

切
れ
ま
す
。

新
設
電
話
は
九
十
五
台

こ
と
し
今
金
局
に
新
設
さ
れ
る
電
話

は
九
十
五
台
計
画
さ
れ
、
住
宅
用
は
こ

と
し

一
月
ま
で
、
官
業
用
は
こ
と
し
八

月
ま
で
に
申
し
込
ん
だ
分
が
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
瀬
棚
局
は
十
月
中
句
か
ら
自

動
化
さ
れ
ま
す
。
(今
金
電
報
電
語
局
)

.感電事故に注意を

最近、感電事故がふえています.

学校や家庭では、事故を起こさな

いよう次のことに注意しましょう.

b切れた電線には手をふれない

b木登りや屋視の上てが電線に注意

し、 電柱には登らない

b電線的近くで作業をするときは

足場に気をつける

(北海道電力今金電業所)

1>危険な箇所は管理者に連絡し改善してもらう。

( 6 ) 
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口
の
中
は
い
つ
も
清
潔
に

乳
幼
児
に
は

特
に
注
意
を

昭
和
四
十
四
年
の
厚
生
省
内
調
査
に

よ
り
ま
す
と
、
ム
シ
歯
や
歯
そ
う
の
つ

ろ
う
は
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
お
り

ム
シ
歯
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
百
人
中

九
十
六
人
と
い
う
驚
く
べ
き
報
告
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

ム
シ
歯
は
、
歯
肉
表
面
的
エ
ナ
メ
ル

' 

ム

歯

予

防

ン

グ〉

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
半
年
に
一
度
は
歯
の
検
診
を

受
け
て
ム
シ
歯
を
早
く
発
見
し
、
早
く

治
療
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
乳
幼
児
を
も
っ
お
か
あ
さ
ん

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
乳
歯
は
妊
娠
五
カ
月
か
ら
生
後
一
年

ご
ろ
ま
で
、
永
久
歯
は
出
生
前
後
か

ら
八
、
九
歳
ご
ろ
ま
で
が
歯
の
つ
く

ら
「
る
た
い
せ
つ
な
時
期
で
す
.

ヤ
乳
歯
は
、
た
い
へ
ん
ム
ン
歯
に
な
り

や
す
い
の
で
、
曲
が
は
え
た
時
か
ら

ガ

l
ゼ
で
ふ
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

マ
満
一
歳
ご
ろ
か
ら
プ
ク
プ
夕
、
つ
が
い

の
習
慣
を
つ
け
、
二
歳
に
な
っ
た
ら

専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
‘
?
?

も
い
っ
し
ょ
に
み
が
き
ま
し
ょ
う
.

7
歯
を
強
く
す
る
食
品

カ
ル

y
ウ
ム

(F
7
ゴ
、
小
魚
、
海

草
)
た
λ
ば
く
質
(
肉
、
魚
、
チ
ー

ズ
、
牛
乳
)
ビ
タ
ミ
ン
A
、
D

(パ

タ
l
、
ほ
う
れ
ん
草
、
に
ん
じ
ん
、

肝
油
)
ビ
タ
ミ
ン

C
(
果
物
、
野
菜
)

納
期
間
に
納
め
よ
う

町
道
民
税

《
一
一
期
》

六
月
=
一
十
日
ま
で

入
手
助
世
る

入
手
不
足
の
悩
み
解
消
に
!
と
、
こ
と
し

か
ら
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
機
械
田
植
、
ろ

共
同
官
歯
も
順
調
で
、
二
百
六
十
中ハドi
M
に
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
約
四
千
人
の
入

手
が
助
か
り
、
関
係
者
を
客
ば
せ
て
い
ま
す
。

室長世
前月に
比べて

世帯 2，750 (-3) 

(A222諜fロ)

人口

男

女

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

水
野
江
利
子

(長

生

長

女
)
金

原

水
野
ち
は
る

(吉
郎

二
女
)
曙

町

水

口

智

章

(

修

長

男

)
昭
和
町

吉
田
順
一

(知
道
長
男
)
緑

町

三
上

等

(博

長

男

)
日
出
町

=広報ー

トヒqvクス

-
町
長
め
善
意
で
樹
木
園

落
成
し
た
ば
か
り

27金
保
健
所
前

庭
に
り
っ
ぱ
な
樹
木
図
が
で
き
、
来
客

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

オ
ン
コ
を
は
じ
め
、
サ
ク
ラ
、
ク
ロ

マ
ツ
、
ツ
ツ
ジ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
約

三
十
本
町
樹
木
と
庭
石
は
、
町
民
の
貴

重
な
財
産
が
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

尭
行
・
北
海
道
今
金
品

場

組
依
根
絶
嵩
企
画
瞳

b 

神鈴南旭八盟南本
栄怖

丘 同町町町田町町

壱
岐
泰
正

1
日

置

幸

子

金

原

水
野
次
男

1
崎

美

江

金

原

加

藤

正

幸

止

京

幸

子

南

栄

町

犬

塚

富

夫

l
大
平
ナ
ツ
エ
金
原

圏
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

渡

辺

綱

太

郎

八

十

七

歳

来

昇

西

小

市

八

十

七

歳

八

束

白

岩

智

正

零

歳

鈴

岡

清

茂

六

十

七

歳

高

美

町

永

井

文

一

五

十

五

歳

神

丘

村

瀬

惣

一

郎

七

十

八

歳

八

束

伊

藤

は

る

の

八

一

+

歳

種

川

(四
月
分
)

安

達

直

樹

(

瑛

二

男

)
高
美
町

河
仏
竜
司

(栄
一
長
男
)
南

町

佐
藤
有
志

(修

長

男

)
高
美
町

三
浦
雅
行

(笠
松
二
男
)
南
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

佐
久
間
優
一

1
高
畑
粧
子

高
原
敏
男

1
木
品
栄
子

川
上
時
市

1
佐
藤
美
代
子

佐
々
木
倍
男
H
菊
池
登
美
枝

高
野
直
義

1
前
野
ユ
キ

小
川
単
一

1
人
見
栄
子

油
家
正
人
l
田
村
幸
子

中
川
芳
夫

l
遠
藤
静
子

印
刷
亜
門
出
版
社

尭
行
・

岨
・

6
・
初

( 8 ) 


